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１．調査概要 
 
（１）調査の設計 

本調査は、厚生労働省が提示した「在宅介護実態調査実施のための手引き」を参考に、要介護者の在

宅生活の継続や介護者の就労継続に有効なサービスのあり方を検討することを目的として実施した。 

 

①  調査対象者 

市内の在宅で生活している要支援・要介護認定を受けている人のうち、令和元年10月から令和元

年12月に更新申請・区分変更申請に伴う認定結果を受けた人のうち882人 

 

②  抽出方法 

「介護保険システム」からの出力データを用いて無作為抽出 

 

③  調査方法 

郵送による配布・回収 

 

④  調査時期 

令和２年２月１日～２月 21 日 

 

（２）調査項目 

厚生労働省の調査項目 
○ 世帯類型について 
○ 家族等の介護の有無について 
○ 介護保険以外の支援・サービスの利用状況について 
○ 在宅継続のために必要な支援・サービスについて 
○ 施設等への入居・入所の希望について 
○ 訪問診療の利用について 
○ 介護保険サービスの利用、未利用について 
○ 介護者の勤務状況や就労継続に係る意識について 
○ 介護者が不安に感じている介護について 

 

（３）回収結果 

回収結果は、471票である。 
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２．主な調査結果 
 

国が示す次の５つの検討テーマに基づいた主な分析結果を掲載している。 

 

検討テーマ１：在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制について 

（１）要介護度・認知症自立度の重度化に伴う「主な介護者が不安に感じる介護」 

〇要介護１，２では「入浴・洗身」「外出の付き添い、送迎等」が多く、要介護３以上では「認知症状

への対応」や「夜間の排泄」が多くなる。認知症自立度も重度化するほど同様の傾向がある。 

図表1-1 要介護度別・介護者が不安に感じる介護 

  

13.7%

22.3%

5.7%

28.0%

4.3%

3.8%

7.6%

26.5%

11.4%

22.7%

3.8%

19.4%

18.0%

12.3%

8.5%

15.2%

5.2%

25.8%

40.9%

9.7%

23.7%

2.2%

6.5%

11.8%

21.5%

8.6%

43.0%

7.5%

14.0%

2.2%

6.5%

12.9%

5.4%

1.1%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄(*)

夜間の排泄(***)

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない(*)

主な介護者に確認しないと、わからない

(+)

要介護１・２(n=211) 要介護３以上(n=93)

赤…介護度３以上でより高い 

緑…要介護１，２でより高い 
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図表1-2 認知症自立度別・介護者が不安に感じる介護 

 

  

10.5%

20.2%

2.6%

23.7%

1.8%

5.3%

12.3%

34.2%

5.3%

7.0%

6.1%

18.4%

19.3%

9.6%

10.5%

21.1%

7.9%

17.9%

29.1%

6.0%

27.4%

6.0%

3.4%

6.8%

17.9%

14.5%

34.2%

5.1%

19.7%

13.7%

12.8%

7.7%

11.1%

2.6%

27.4%

38.4%

15.1%

30.1%

2.7%

5.5%

6.8%

21.9%

12.3%

54.8%

2.7%

13.7%

2.7%

8.2%

12.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄(*)

夜間の排泄(*)

食事の介助（食べる時）(**)

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等(*)

服薬(+)

認知症状への対応(***)

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない(***)

主な介護者に確認しないと、わからない

(*)

自立＋Ⅰ(n=114) Ⅱ(n=117) Ⅲ以上(n=73)

赤…自立度Ⅲ以上でより高い 
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（２）要介護度・認知症自立度の重度化に伴う「サービス利用の組み合わせ」 

〇要介護１，２では「通所系のみ」や「訪問系のみ」が多いが、要介護３以上ではそれらを組み合わ

せた「訪問＋通所」が多くなる。認知症自立度も重度化するほど同様の傾向がある。 

〇認知症の自立度別では、自立もしくは自立度Ⅰでは「「訪問系のみ」が、自立度Ⅱでは「通所系の

み」が多いが、自立度Ⅲ以上では「訪問＋通所」が多くなる。 

○要介護度、認知症自立度が重度化するほど、「訪問系のみ」のサービス利用と、レスパイト機能をも

つ「通所系」および「短期系」のみのサービス利用を組み合わせた「訪問系を含むサービス利用」

が多くなっている。 

図表1-3 要介護度別・サービス利用の組み合わせ 

 

  

16.4%

23.8%

32.7%

0.0%

22.6%

1.5%

0.3%

1.8%

0.3%

0.3%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

8.9%

17.9%

21.4%

0.0%

36.6%

0.9%

2.7%

8.0%

1.8%

0.0%

0.9%

0.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40%

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

要介護１・２(n=336) 要介護３以上(n=112)

赤…介護度３以上でより高い 

緑…要介護１，２でより高い 
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図表1-4 認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ(**) 

 

図表1-5 要介護度別・サービス利用の組み合わせ 

 

  

15.3%

29.6%

26.5%

0.0%

23.8%

1.1%

0.5%

0.5%

1.1%

0.5%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

13.7%

15.4%

37.1%

0.0%

26.9%

2.3%

0.0%

4.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

20.2%

22.6%

0.0%

29.8%

0.0%

3.6%

7.1%

1.2%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0% 20% 40%

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

自立＋Ⅰ(n=189) Ⅱ(n=175) Ⅲ以上(n=84)

16.4%

8.9%

24.1%

18.8%

26.5%

48.2%

33.0%

24.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

未利用 訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

赤…Ⅲ以上で多い 

黄…Ⅱで多い 

緑…自立＋Ⅰで多い 
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図表1-6 認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ 

 

  

15.3%

13.7%
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30.7%

15.4%

20.2%

27.0%

33.7%

39.3%

27.0%

37.1%

26.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ以上

未利用 訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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検討テーマ２：仕事と介護の両立に向けた支援・サービスの提供体制の検討 

（１）主な介護者の就労状況別の状況 

〇主な介護者の就労状況別の状況は、フルタイム勤務は「子」「50代」が多く、働いていない場合は

「配偶者」「80代以上」が多い。パートタイム勤務では「女性」が８割を占めるが、そのほかは男

女比は４：６となっている。 

図表2-1 就労状況別・主な介護者の本人との関係 

 

図表2-2 就労状況別・主な介護者の年齢 

 

図表2-3 就労状況別・主な介護者の性別 

 

  

15.7%

18.0%

56.8%

74.2%

55.7%

31.8%

6.7%

16.4%

3.4%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

6.6%

3.4%

3.4%

1.6%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務

パートタイム勤務

働いていない

配偶者 子 子の配偶者 孫 兄弟・姉妹 その他

1.1%

3.3%

1.4%

7.9%

4.9%

2.7%

47.2%

37.7%

12.8%

38.2%

31.1%

26.4%

4.5%

19.7%

25.0%

1.1%

3.3%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務

パートタイム勤務

働いていない

40歳未満 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

42.7%

19.7%

40.1%

57.3%

80.3%

59.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務

パートタイム勤務

働いていない

男性 女性



 8 

（２）就労状況別の主な介護者が行っている介護 

〇介護の頻度は「ほぼ毎日」が多く、働いていない場合は８割、フルタイム勤務でも６割近くを占め

る。 

○行っている介護は「食事の準備」や「その他の家事」、「金銭管理等」が多いが、多岐にわたる。 

図表2-4 就労状況別・家族等による介護の頻度 

 

図表2-5 就労状況別・主な介護者が行っている介護 

 

  

13.5%

14.5%

4.6%

19.1%

25.8%

11.3%

9.0%

11.3%

4.6%

58.4%

46.8%

76.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務

パートタイム勤務

働いていない

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日

11.2%

10.1%

13.5%

25.8%

19.1%

25.8%

20.2%

61.8%

41.6%

31.5%

12.4%

70.8%

79.8%

66.3%

5.6%

2.2%

11.5%

11.5%

11.5%

13.1%

23.0%

26.2%

18.0%

60.7%

42.6%

37.7%

11.5%

65.6%

85.2%

77.0%

13.1%

0.0%

26.0%

24.0%

24.7%

34.9%

27.4%

37.0%

27.4%

73.3%

54.8%

28.8%

14.4%

83.6%

89.7%

76.0%

4.8%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日中の排泄(**)

夜間の排泄(**)

食事の介助（食べる時）(*)

入浴・洗身(**)

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等(+)

服薬(+)

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ

等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

フルタイム勤務(n=89) パートタイム勤務(n=61) 働いていない(n=146)
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（３）就労状況別、要介護度・認知症自立度別の就労継続見込み 

○フルタイム勤務で「問題なく、続けていける」は15％程度で７割近くが「問題はあるが、何とか続

けていける」状況である。 

○要介護度、認知症自立度が重度化するほど、「問題なく、続けていける」は減り、「続けていくのは

（やや＋かなり）難しい」が多い。 

図表2-6 就労状況別・就労継続見込み 

 

図表2-7 要介護度別・就労継続見込み（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

図表2-8 認知症自立度別・就労継続見込み（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

  

15.2%

29.6%

67.1%

46.3%

6.3%

13.0%

10.1%

7.4%

1.3%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務

パートタイム勤務

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない

29.2%

16.5%

56.3%

60.0%

4.2%

11.8%

8.3%

9.4%

2.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１～要介護１

要介護２以上

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない

34.0%

13.3%

46.0%

66.3%

8.0%

9.6%

8.0%

9.6%

4.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ

Ⅱ以上

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない
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（４）就労状況別の、保険外の支援・サービスの利用状況と、施設等検討の状況 

○介護者がフルタイム勤務の場合、利用している保険外サービスは「配食」「掃除・洗濯」「買い物」

「移送サービス」が多いが、在宅生活の継続のために必要と感じるサービスでは「外出同行」と

「移送サービス」が多い。 

図表2-9 利用している保険外の支援・サービス（フルタイム勤務） 

 

図表2-10 在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（フルタイム勤務） 

 

  

24.2%

9.5%

17.9%

14.7%

10.5%

12.6%

14.7%

7.4%

8.4%

10.5%

42.1%

5.3%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸ…

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

合計(n=95)

26.3%

20.0%

30.5%

28.4%

21.1%

44.2%

43.2%

27.4%

11.6%

5.3%

15.8%

5.3%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸ…

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

合計(n=95)
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（５）就労状況別の施設等検討、効果的な勤め先からの支援 

○介護者の就労状況に問題なく継続可能な場合、施設等への入所は「検討してない」が８割弱だが、

問題があるが何とか続けている場合は「検討中」と「申請済み」で半数近くなる。 

○就労継続が難しい場合でも６割近くが施設入所等を「検討していない」が、勤務先からは「介護し

ている従業員への経済的支援」を求めていることから、経済的負担が要因として考えられる。 

図表2-11 就労継続見込み別・施設等検討の状況（要介護２以上、フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

図表2-12 就労継続見込み別・効果的な勤め先からの支援（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

  

76.9%

51.0%

58.8%

23.1%

38.8%

29.4%

0.0%

10.2%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは「やや＋かなり難しい」

検討していない 検討中 申請済み

20.0%

12.0%

20.0%

20.0%

12.0%

8.0%

4.0%

4.0%

0.0%

32.0%

8.0%

19.2%

39.7%

32.9%

35.6%

13.7%

9.6%

5.5%

19.2%

2.7%

6.8%

6.8%

17.4%

21.7%

26.1%

34.8%

8.7%

8.7%

21.7%

34.8%

4.3%

21.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

自営業・フリーランス等のため、勤め先は

ない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム

制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワーク

など）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の

設置(*)

介護をしている従業員への経済的な支

援(*)

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

問題なく、続けていける(n=25)

問題はあるが、何とか続けていける(n=73)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=23)
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検討テーマ３：保険外の支援・サービスを中心とした地域資源の整備の検討 

（１）要介護度別にみた在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスの状況 

〇要介護１・２では「外出同行」「掃除・洗濯」「買い物」が多く、要介護３以上では「移送サービ

ス」や「外出同行」のほか、「見守り、声かけ」も多くなっている。 

〇介護度の重度化に伴い、単身世帯では「調理」「ごみ出し」「移送サービス」が、夫婦のみ世帯では

「見守り、声かけ」「ごみ出し」のニーズが高まる。 

図表3-1 要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

 

 

  

24.4%

18.8%

30.0%

27.1%

17.8%

35.0%

38.6%

18.5%

11.9%

4.6%

23.1%

27.6%

22.4%

20.4%

18.4%

16.3%

29.6%

48.0%

25.5%

8.2%

7.1%

26.5%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯(+)

買い物（宅配は含まない）(+)

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要介護１・２(n=303) 要介護３以上(n=98)

赤…介護度３以上でより高い 

緑…要介護１，２でより高い 
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図表3-2 要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（単身世帯） 

 

  

27.6%

22.8%

39.8%

37.4%

21.1%

37.4%

34.1%

26.0%

9.8%

0.8%

17.1%

31.8%

40.9%

36.4%

36.4%

36.4%

31.8%

45.5%

36.4%

13.6%

0.0%

22.7%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要介護１・２(n=123) 要介護３以上(n=22)

赤…介護度３以上でより高い 

緑…要介護１，２でより高い 
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図表3-3 要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（夫婦のみ世帯） 

 

 

  

22.0%

20.7%

28.0%

23.2%

17.1%

32.9%

42.7%

9.8%

17.1%

8.5%

22.0%

25.9%

25.9%

29.6%

25.9%

25.9%

33.3%

44.4%

29.6%

11.1%

0.0%

25.9%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要介護１・２(n=82) 要介護３以上(n=27)

赤…介護度３以上でより高い 

緑…要介護１，２でより高い 
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検討テーマ４：将来の世帯類型の変化に応じた支援・サービスの提供体制の検討 

（１）要介護度別、世帯類型別にみた家族による介護の頻度 

〇 要介護度が重度化するほど、家族による介護が「ほぼ毎日」の割合が多くなる。 

○ 世帯類型別では、同じ要介護度でも単身より夫婦のみが、夫婦のみよりその他の世帯と、世帯人

数が多いほど、家族による介護が「ほぼ毎日」の割合が多くなる。 

図表4-1 要介護度別・家族等による介護の頻度（単身世帯） 

 

図表4-2 要介護度別・家族等による介護の頻度（夫婦のみ世帯） 

 

図表4-3 要介護度別・家族等による介護の頻度（その他世帯） 

 

  

32.8%

17.4%

16.8%

8.7%
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17.4%

8.8%

8.7%

16.8%

47.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日

22.7%

9.7%

6.8%

3.2%

15.9%

3.2%

8.0%

3.2%

46.6%

80.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日

13.4%

3.8%

5.2%

1.9%

9.3%

5.8%

4.1%

0.0%

68.0%

88.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日
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（２）要介護度別・認知症自立度別、世帯類型別にみたサービス利用の組み合わせ 

○世帯類型でみると、単身世帯、夫婦のみ世帯、その他の世帯のいずれも介護度が重度化するほど

「訪問系を含む組み合わせ」が増える。 

図表4-4 要介護度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯） 

 

図表4-5 要介護度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯） 

 

図表4-9 要介護度別・サービス利用の組み合わせ（その他世帯） 
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8.7%

33.3%

21.7%

39.5%

56.5%

21.7%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

未利用 訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

32.6%

6.5%

26.1%

25.8%

15.2%

41.9%

26.1%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

未利用 訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

13.0%

9.6%

12.0%

11.5%

20.0%

50.0%

55.0%

28.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

要介護３以上

未利用 訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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検討テーマ５：医療ニーズの高い在宅療養者を支える支援・サービスの提供体制の検討 

（１）要介護度別・サービスの組み合わせ別、訪問診療の利用割合 

○要介護５では６割以上が訪問診療を「利用している」状況である。 

○訪問診療を「利用している」要介護３以上では、「訪問系」もしくは「訪問系を含む組み合わせ」の

サービス利用が９割を占める。 

図表5-1 要介護度別・訪問診療の利用割合 

 

図表5-2 訪問診療の利用の有無別・サービス利用の組み合わせ（要介護３以上） 
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20.7%

24.6%

23.1%
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3.1%

11.1%
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12.5%

62.5%

44.4%

6.3%

31.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している

利用していない

未利用 訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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（2）訪問診療の利用状況とサービスの利用の有無 

○要介護３以上で訪問診療を「利用している」場合、その他の「訪問系（サービスの）利用あり」が

９割を占める。 

○訪問診療を「利用している」場合、「利用していない」に比べ「短期系（サービスの）利用あり」も

多くなっている。 

図表5-3 訪問診療の利用の有無別・サービスの利用の有無（訪問系、要介護３以上） 

 

図表5-4 訪問診療の利用の有無別・サービスの利用の有無（通所系、要介護３以上） 

 

図表5-5 訪問診療の利用の有無別・サービス利用の有無（短期系、要介護３以上） 
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